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江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

災害、その前に特     

集

桜江町市山地区で行われた防災訓練。いざという時、支え合いの仕組み
が大きな助けになります。

（４月 10 日、桜江町市山）



災
害
、そ
の
前
に

災害、その前に特 

集

平
成
25
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
３
年
―
―

事
前
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

防
災
訓
練
、助
け
合
い
、

災
害
に
対
し
て
備
え
る
意
識
が

具
体
的
な
形
に
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

特　集

一
人
で
は
で
き
な
い
か
ら
助
け
合
う

　
「
不
自
由
な
人
を
と
に
か
く
助
け
に
ゃ
」

と
話
す
の
は
市
山
地
区
の
地
域
支
援
者
の

宇
都
宮
幸
夫
さ
ん
。
３
年
前
の
豪
雨
災
害

時
に
近
所
の
お
年
寄
り
な
ど
支
援
が
い
る

人
の
避
難
を
助
け
ま
し
た
。

　

道
路
が
冠
水
し
て
い
る
た
め
、舟
を
も
つ

友
人
２
人
と
一
緒
に
支
援
が
必
要
な
人
を

救
助
。「
支
援
者
と
言
っ
て
も
皆
が
協
力
し

て
く
れ
て
で
き
た
こ
と
」「
前
も
っ
て
話
を

し
て
お
か
ん
と
、そ
の
時
じ
ゃ
あ
で
き
ん
」

と
宇
都
宮
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
そ
の
時
」で
は
間
に
合
わ
な
い

　

す
ぐ
に
助
け
に
行
け
た
の
は
、支
援
が
必

要
な
人
と
、協
力
で
き
る
人
が
、地
域
内
で

事
前
に
共
有
で
き
て
い
た
か
ら
で
し
た
。

　

防
災
訓
練
や
情
報
共
有
は
、災
害
が
起
き

る
前
の
備
え
で
す
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
も
、起
き
る
前
な
ら
備
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

防災訓練
訓
練
で
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

　
「
想
定
外
を
想
定
内
に
し
て
、災
害
が
起

き
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」。
４
月
10
日
、桜
江
町
市
山
地
区
で
実

施
さ
れ
た
防
災
訓
練
で
、江
津
邑
智
消
防
組

合
の
講
師
が
、救
急
法
の
講
習
で
語
り
か
け

ま
し
た
。

　

訓
練
は
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
発
生
時
の
対
応
と
、問
題
点
の
改
善
を

目
的
に
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
「
ま
ご

こ
ろ
市
山
」が
主
催
し
ま
し
た
。
地
元
住
民

の
ほ
か
、日
本
赤
十
字
、消
防
団
、警
察
、消

防
な
ど
の
団
体
も
参
加
し
、連
携
を
図
り
ま

し
た
。

災
害
時
の
対
応
を
実
際
に
確
認

　

訓
練
で
は
台
風
に
伴
う
猛
烈
な
雨
で
江

津
市
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、市
山

地
区
で
は
河
川
の
氾
濫
、土
砂
崩
れ
、低
い

場
所
で
の
浸
水
が
発
生
し
て
い
る
と
想
定
。

最
終
避
難
場
所
の
市
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
１
４
３
人
の
住
民
が
避
難

し
、救
急
法
、応
急
搬
送
法
の
講
習
な
ど
を

受
け
た
ほ
か
、災
害
本
部
の
設
置
、非
常
食

の
用
意
な
ど
の
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
山
地
区
で
は
水
害
時
に
冠
水
す
る
道

路
も
あ
る
こ
と
か
ら
、消
防
団
に
よ
る
緊
急

用
ボ
ー
ト
の
組
み
立
て
や
、救
命
用
浮
き
を

投
げ
る
確
認
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

助
け
合
い

■問社会福祉課地域福祉係　℡（５２）７４８６

自力での避難が困難で支援を必要とする人を登録
　市では災害時などに、地域の支援を必要とする人を対象
に、避難行動要支援者の登録制度を始めました。
　消防団、自主防災組織、警察署、消防署、民生委員などの
関係者で、災害時の安否確認や避難支援、日常の見守り活
動などにつなげていきます

登録対象者（避難行動要支援者）
① 75 歳以上の高齢者のみの世帯の世帯員（１人暮らし世

帯も含む）
② 介護保険の要介護３以上の認定を受けている人
③ 身体障害者手帳１級・２級の交付を受けている人
④ 療育手帳Ａの交付を受けている人
⑤ 精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている人
⑥ 上記①から⑤のほか、特に支援を必要とする人
　詳しくはお問い合わせください。

避難行動支援者登録制度

市山地区　地域支援者

宇
う つ の み や

都宮　幸
ゆ き お

夫さん

1．2. 避難場所で自主避難者を受け付けると同時に、逃げ遅れ者、自力
非難困難者を把握する。3．消防団員の誘導で避難所へ向かう避難者。
4．炊き出しは、お湯を入れると食べられる米など、非常用のものを調
理。「箸や容器、輪ゴムまで全部そろっていて、すぐに用意できた」と担
当した婦人部の談。3．救急法・応急搬送法の講習では実際に処置を
体験し、災害時の対応に備えた。

4

1．「このあたりまで水が来とったからね」避難した
文化センター前の道路は、写真奥に行くに従い深く
なっていた。2．道路より一段高く浸水を免れた市
山文化福祉センターに避難した。

1

1

2 3

5

2

観
測
史
上
最
高
の
雨
量
を
記
録
し
た

平
成
25
年
の
豪
雨
災
害
。

市
山
地
区
は
大
き
な
被
害
を
受
な
が
ら
、

自
力
で
の
避
難
が
難
し
い
人
も
含
め
、

犠
牲
と
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
、

事
前
の
準
備
と
、地
域
の
助
け
合
い
で
し
た
。

想定外を想定内に  ― 桜江町市山地区 ―
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水
位
周
知
河
川
と
は

　

洪
水
に
よ
り
重
大
ま
た
は
相
当
な

被
害
が
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
と

し
て
指
定
さ
れ
る
河
川
で
す
。
河
川

の
水
位
が
避
難
判
断
水
位
な
ど
に
達

し
た
場
合
に
は
、水
位
到
達
情
報
が

総務課防災係長
大賀　昌紀

地　　区 避　難　場　所 地区班 TEL

波　　積 ●波積地域コミュニティ交流センター 55-0001

黒　　松

●黒松地域コミュニティ交流センター

   黒松ふれあい交流センター

   法正寺

   配食サービスセンター合歓の郷

55-1601

都　　治

●都治地域コミュニティ交流センター   

   さくら保育所園

   江東中学校

   江津東小学校

   波来浜ふれあい集会所

55-0002

浅　　利
●浅利地域コミュニティ交流センター

   あさり保育園

55-1004

松　　川

●松平地域コミュニティ交流センター

   旧松平小学校

   上津井ふれあい交流センター

57-0002

川　　平 ●松平地域防災拠点施設 －

渡　　津

●渡津交流館

 　石見智翠館高校

   江津清和養護学校

   県立少年自然の家

52-2569

金　　田

●金田公民館

   金田八幡宮

   金田大元神社

52-0704

高　　浜

●江津中央ふれあい会館

   江津中学校

 　総合市民センター

   めぐみ保育園

－

本　　町

●郷田公民館

   郷田小学校

   本町第１集会所

52-5566

島 の 星    島の星集会所

嘉 久 志

●嘉久志地域

コミュニティ交流センター

   勤労青少年ホーム

   高角小学校

   江津市民体育館

   地場産業振興センター

   江津保健センター

52-0436

和　　木

●和木地域コミュニティ交流センター

   和木保育所

   和木集会所

53-3315

都 野 津

●都野津地域

コミュニティ交流センター

   都野津会館

   津宮小学校

   津宮放課後児童クラブ

（旧津宮幼稚園）

   のぞみ保育園

53-0453

地　　区 避　難　場　所 地区班 TEL

二　　宮

●二宮地域コミュニティ交流センター

   青陵中学校

   ミレ青山

53-1665

敬　　川

●敬川地域コミュニティ交流センター

   川波小学校

   敬川保育所

53-1958

波　　子

●波子地域コミュニティ交流センター

   波子保育所

   常福寺

53-1902

跡　　市

●跡市地域コミュニティ交流センター

   旧跡市小学校

   跡市保育所

56-2107

有福温泉

●有福温泉地域

コミュニティ交流センター

   旧有福温泉小学校

   本明自治会館

56-2218

長　　谷

●長谷地域コミュニティ交流センター

   山中集会所

   八戸集会所

   勝地集会所

   長谷生活改善センター

92-1218

市　　山

●市山地域コミュニティ交流センター

   市山文化福祉センター

   今田集会所

   正蓮寺

   福應寺

   江尾大元神社

   後山集落センター 

   旧市山保育所

92-1508

川　　戸

●江津市コミュニティセンター

   川戸地域コミュニティ交流センター

   三田地集会所

   小田八幡宮

   小田集会所

   桜江中学校

92-1211

谷 住 郷

●谷住郷地域

コミュニティ交流センター

   見水山八幡宮

   谷集会所

   長戸路集会所

   谷住郷多目的集会所

92-1457

川　　越

●川越地域コミュニティ交流センター

   川越地区体育館

   渡会館

   鹿賀会館

   坂本集落センター

   川越生活改善センター

   下大貫会館

   田津会館

93-0825

災
害
時

指
定
避
難
所

一
覧
表　

　災害時の避難所について、普段から場所や安全な
経路を確認しておきましょう。
※「●」印のついた施設は、災害地区班（市職員）を配置する避難所です。
　災害の状況によっては、地区班の設置場所を変更することがあります。
※また、災害の種類と状況によっては、開設しない避難所もありますので、
　江津市が発表する避難情報に注意して、適切な避難をしてください。

河川名 敬川 八戸川

観測所 敬川橋 江尾

設定
水位
（ｍ）

氾濫危険水位 2.70 3.30
避難判断水位 2.40 2.80
氾濫注意水位 2.10 2.60

水防団待機水位 2.00 1.70

水
防
関
係
機
関
へ
通
知
さ
れ
、一
般

に
周
知
さ
れ
ま
す
。

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

　

水
位
観
測
所
ご
と
に
、新
た
に
避

難
判
断
水
位
（
警
戒
レ
ベ
ル
）と
氾

濫
危
険
水
位
（
危
険
レ
ベ
ル
）が
設

定
さ
れ
、円
滑
・
迅
速
な
避
難
活
動

の
目
安
と
す
る
こ
と
が
で
き
、市
が
、

避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告
の
発
令

な
ど
を
行
う
際
の
判
断
材
料
に
な
り

ま
す
。

●避難判断水位　洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位。市の避難準備
情報発表の目安となる水位。
●氾濫危険水位　洪水により相当の家屋浸水等の被害が生じ、氾濫のおそれがあ
る水位。市の避難勧告等の発令判断の目安となる水位。
○島根県のウェブサイトから、県河川の水位をはじめ、様々な防災情報をみるこ
とができます。　しまね防災情報　http://www.bousai-shimane.jp/

住民に
求められる行動

市町村の対応水位

５はん濫

４危険

３警戒

２注意

１

堤防
天端到達

避難完了

氾濫
危険水位

避難開始
（通常の避難行

動ができる人）

避難判断水位
避難開始

（避難行動に時
間を要する人）

氾濫注意水位

水防団待機水位

逃げ遅れた
住民の救助など

避難勧告などの
発令判断の目安

避難準備情報の
発表判断の目安

敬川橋水位観測所

敬
川
橋　

水
位
情
報
周
知
範
囲

敬川地域コミュニティ交流センター

ミレ青山
青陵中

敬川保育所

桜江中

江
尾　
水
位
情
報
周
知
範
囲

江尾水位観測所

老人ホームさくらが丘

危険性レベル

水
位
情
報

平
成
25
年
の
豪
雨
災
害
を
き
っ
か
け
に
、

「
敬
川
」と「
八
戸
川
」が

新
た
に
「
水
位
周
知
河
川
」に
指
定
さ
れ
、

円
滑
・
迅
速
な
避
難
活
動
の
目
安
に
な
る

河
川
が
増
え
ま
し
た
。

敬川

八戸川
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

シビックセンターゾーンが
「しまね景観賞　優秀賞」
～近代的な赤瓦景観の可能性を示す～

　島根県が魅力ある島根の景観づくりに貢献している建造物
などを表彰する「しまね景観賞」で、江津町のシビックセンタ
ーゾーンが「まち・みどり・活動部門　優秀賞」を受賞しまし
た。
　シビックセンターゾーンは、「赤瓦景観の素晴らしさを、多
くの市民にあらためて実感してほしい」という願いを込め、平
成 8 年の計画着手から 13 年をかけて整備されています。

有福温泉にヒートポンプ設置
～温泉の熱を御前湯のシャワーに～

　有福温泉の御前湯に、温泉の熱を利用してシャワー用の
水道水を温めるヒートポンプが設置され、式典とテープカ
ットが行われ通水を祝いました。
このヒートポンプは、これまでレジオネラ菌の関係で放流
されていた温泉の熱を利用し、灯油使用量を９割、二酸化炭
素の排出量を 16.7 トン削減する効果が見込まれています。
　環境省と島根県の補助を受けて浜田市江津市旧有福村有
財産共同管理組合が設置しました。

【小学校 低学年の部】

　■優秀賞　　楸　弘隆（跡市小）　本藤百香（跡市小）

【小学校 中学年の部】

　■最優秀賞　山本敏礼（郷田小）

　■優秀賞　　林　心虹（郷田小） 野村幸平（跡市小）

【小学校 高学年の部】

　■最優秀賞　高橋唯七（渡津小）

　■優秀賞　　橋井佑空（渡津小）　尾尻翔弥（郷田小）

　　　　　　　梅川ちひろ（渡津小）　笠江真菜（郷田小）

　　　　　　　山藤綾乃（津宮小）

【中学校 １年生の部】

　■最優秀賞　春木智成（青陵中）

　■優秀賞　　土井佑莉（江津中）　道山和波（青陵中）

　　　　　　　串﨑野々花（青陵中）

【中学校 ２年生の部】

　■優秀賞　　石田悠人（桜江中）　濵頭美咲（青陵中）

　　　　　　　小川紗也加（青陵中）

【中学校 ３年生の部】

　■優秀賞　　小笠原朱里（桜江中）

【高校生の部】

　■優秀賞　　河野聖湖（江津高）　ほか市外高校生 10 名

※３月末での学校名・学年です

波子町に地区住民運営の
ゲストハウスがオープン

　交流人口の増加や自立した地域運営を目的に、波子まち
づくり活性化協議会と地元住民が整備したゲストハウスと
交流サロンがオープン。開所日の 4 月 27 日は、地元の人、
関係者など約 40 人が集まり、開所を祝いました。
　ゲストハウスは簡易宿泊所「波の音」と交流サロン「虎
の穴」と名付けられ、市外からの観光などの利用者のほか、
地元出身の人が里帰りした時の滞在利用も想定していま
す。

熊本地震、石見神楽で復興支援
～江津市内の石見神楽団体が開催～

　熊本地震で被災した方々の支援のため、江津市内の石
見神楽団体（７団体）が実行委員会を組織し、復興支援
神楽自主公演を開催しました。
　公演は５月１日に旧松平小学校体育館で開催され、被
災地支援のための募金が行われました。
　集まった募金 487,384 円は、日本財団「熊本地震ボラ
ンティア活動資金」に全額寄付されました。

江津市赤瓦の住宅・街なみ
絵画コンクール表彰式

全国広報コンクールで
江津市が「一枚写真の部　入選」
～ＪＲ三江線 川平駅を題材にした写真が高評価～

　自治体の優れた広報作品を表彰する平成 28 年全国広報コンクール（主
催：日本広報協会）で、江津市が「一枚写真の部」で「入選」を受賞しました。
　同コンクールで江津市が受賞するのは昨年（広報紙・市部で特選）に続き
２回目です。
　受賞したのは「かわらばん」平成 27 年１月号の表紙。
　三江線が開業 80 年を迎えるのに合わせ、当時 80 歳の川平駅と 90 歳の女
性を題材に。歴史と人生の重みを感じられるように撮影しました。

　３月 13 日、グリーンモールで

第７回江津市小中学生赤瓦の住

宅・街なみ絵画コンクール表彰

式を開催しました。昨年を上回

る 235 点の応募があり、30 作

品が入選しました。

野菜の苗を通じて
園児と地域の人がふれあい
　江津幼稚園の園児が、野菜の苗を植えながら地域の人とふれあ

いました。園児たち 20 人は、プランターにキュウリ、ミニトマ

ト、ナスなどの苗を移すと、スコップで土をかぶせ、ジョウロで水

をかけました。

　苗は、食べ物への理解を深め、地域の人との関わりを大切にす

る目的で昨年から「国際ソロプチミストいわみ」が提供。園児と

同会の会員は「おいしくなーれ」などと声をかけながら一緒に土

とふれあいながら交流しました。

67 2016.6 2016.6かわらばんGOTSU  Public  Relations  Magazine



A Q

A Q A Q

A Q
健康
＆

すくすく

有　

料　

広　

告

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

日 （曜日） 会場 ・ 受付時間

２日 （木）

（株）木村窯業所 9：00～ 10：20　

江津商工会議所 12：00～ 14：20　

（株）しちだ・教育研究所 15：20～ 16：20　

６月の献血
輸血が必要なひとを救うためにご協力を！
☆対象　400ml 献血（全血）が可能な人（体重 50 ㎏以上）

　

予
防
接
種
の
訂
正

　

接
種
対
象
者
に
郵
送
し
て
い
る

「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
」
の
お
知
ら
せ
中
、
医
療
機
関
の

電
話
番
号
欄
を
訂
正
し
ま
す
。

◎
済
生
会
江
津
総
合
病
院

（
正
）
５
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月

31
日
毎
週
金
曜
日

◎
森
医
院

　

尾
浜
・
黒
松
・
井
田
各
診
療
所

（
正
）予
約
は
℡
（
５
５
）１
０
２
２

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

（
内
線
１
２
５
４
）

　

３
度
目
の
脳
卒
中
を
発
症
さ
れ
た
時
の

心
境
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

つ
い
さ
っ
き
ま
で
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見

て
い
た
の
に
、な
ぜ
？
突
然
の
こ
と
で
び
っ

く
り
し
た
。
意
識
も
失
っ
て
い
た
し
、３
度

目
の
発
症
だ
っ
た
の
で
覚
悟
は
し
て
い
た

が
、良
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
。

　

様
々
な
予
防
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、具
体
的
に
は
？

　

初
め
て
脳
卒
中
を
発
症
し
た
頃
（
Ａ
さ

ん
64
歳
頃
）に
は
す
で
に
透
析
が
必
要
と
言

わ
れ
て
い
た
。
と
に
か
く
塩
分
や
カ
リ
ウ

ム
制
限
な
ど
の
食
事
管
理
を
し
て
い
た
が
、

と
て
も
大
変
だ
っ
た
。
主
人
は
大
の
病
院

嫌
い
で
、若
い
頃
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
高
血

圧
な
ど
、受
診
せ
ず
放
置
し
て
い
た
。
糖
尿

病
も
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
早
く
受
診

し
て
い
れ
ば
違
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

ご
家
族
と
し
て
現
在
の
心
境
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

自
分
は
あ
ま
り
主
人
に
対
し
て
た
て
つ

く
方
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、こ
の
時
ば

か
り
は
嫌
わ
れ
て
も
い
い
か
ら
厳
し
く
受

診
を
勧
め
れ
ば
よ
か
っ
た
。
優
し
さ
が
仇

に
な
っ
た
と
今
で
は
反
省
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

と
に
か
く
少
し
で
も
何
か
症
状
が
あ
れ

ば
自
己
判
断
せ
ず
に
病
院
へ
。
大
し
た
こ

と
な
い
と
自
己
判
断
せ
ず
に
、医
師
に
き
ち

ん
と
診
て
も
ら
っ
て
ほ
し
い
。
健
診
に
も

き
ち
ん
と
行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

現
在
、Ａ
さ
ん
の
息
子
さ
ん
（
30
歳
代
）

は
職
場
の
健
診
で
指
摘
さ
れ
た
高
血
圧
に

つ
い
て
服
薬
治
療
中
と
の
こ
と
。“
若
い
か

ら
大
丈
夫
”と
思
い
が
ち
な
年
代
だ
が
、Ａ

さ
ん
や
家
族
の
経
験
を
生
か
し
、自
分
の
健

康
管
理
に
つ
な
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

脳
卒
中
で
の
死
亡
率
が
高
い
本
市
に
お

い
て
も
Ａ
さ
ん
や
ご
家
族
の
体
験
を
生
か

し
て
予
防
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
３
度
目
の
発
症
後
約
２
年
間

入
院
生
活
を
送
り
68
歳
と
い
う
若
さ
で
生

涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、こ
の
度
、辛
い
体
験
を
思
い

出
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
い
た
だ

い
た
ご
家
族
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

脳
卒
中
発
症
者
の

家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

不妊・不育症の治療費を助成します
■問子育て支援課子育て支援係　℡（５２）７４８７

不育症治療費助成制度

平成 28 年 4 月から不育症治療費の一部助成を始
めました！
◎対象治療
　妊娠後、医療機関で受けた不育症治療に要した費
用。ただし、市内に住所を有する期間に治療をうけ
たもの。

◎対象者
・法律上の夫婦で、江津市内に住所のある人
・夫と妻が医療保険各法の規定に基づく被保険者、

組合員または被扶養者である人
・医療機関で不育症治療を受けている人
◎助成の内容
　１年度上限５万円

一般不妊治療費助成制度

・1 年度上限５万円を助成しています。

　江津市では、不妊治療を受ける人、不育症の治療を受ける人の経済的負担を軽減するため、治療に関する費用の一部
を助成しています。お気軽にお問い合せください。（メールでも問い合わせできます。）

特定不妊治療費助成制度

平成 28 年 4 月から拡充しました！
◎対象治療
助成対象治療等は県要綱に準じます。

・特定不妊治療（体外受精と顕微授精）
※平成 27 年４月 1 日以降に開始した治療。

・男性不妊治療（精子を精巣または精巣上体から
採取するための手術）
※平成 28 年 1 月 20 日以降に終了した治療。
◎対象者

・法律上の夫婦で、いずれかが申請日に、江津市内
に住所のある人

・島根県特定不妊治療費助成事業により助成決定
を受けた人

◎助成の内容
・特定不妊治療：１年度上限 15 万円
・男性不妊治療：１年度上限５万円
※ただし特定不妊治療に要した医療費から、県により決定
された助成額を控除した額に対して助成します。助成期
間、通算回数は県要綱に準じます。

◎支払方法　いずれも指定の口座に振り込みます。

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

江
津「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」

小
学
生
が
赤
ち
ゃ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の
親
と
の

か
か
わ
り
を
通
じ
て
、小
さ
な

命
に
感
動
す
る
心
、親
へ
の
感

謝
や
人
へ
の
思
い
や
り
、生
き

る
勇
気
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」を
開

催
し
ま
す
。

◎
日
時　

６
月
10
日

（金）　

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

◎
場
所　

江
津
東
小
学
校

◎
内
容　

第
２
回
赤
ち
ゃ
ん

と
の
関
わ
り
体
験
授
業

◎
講
師　

鳥
取
大
学
医
学
部

特
任
教
授　

高
塚
人
志 

氏

◎
参
加
費　

無
料（

参
観
自
由
）

■問
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ゃ
い
る

ど
り
ー
む℡

（
５
２
）
０
５
６
９

　

江
津
市
在
住
の
Ａ
さ
ん
（
男
性
・
66
歳
）は
、普
段
と
変
わ
り
な
い
夕
方
の
ひ
と
時
を
妻
と

一
緒
に
テ
レ
ビ
を
観
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
が
終
わ
り
、Ａ
さ
ん
は
ト
イ
レ
に
立
っ

た
。
妻
が
異
変
に
気
付
い
た
の
は
数
分
後
の
こ
と
。

　
「
部
屋
へ
の
帰
り
道
が
分
か
ら
な
い
。」そ
う
話
す
Ａ
さ
ん
は
体
調
が
急
変
す
る
。
体
を
横
に

す
る
と
高
い
び
き
を
か
き
始
め
、そ
の
ま
ま
意
識
を
失
い
ま
し
た
。
３
度
目
の
発
症
で
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
の
ご
家
族
（
妻
）に
当
時
の
心
境
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
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禁煙週間　5 月 31 日（火）～ 6 月 6 日（月）

テーマ「2020 年、受動喫煙のない社会を目指して～たばこの煙から子供たちをまもろう～」

平成２８年度　特定健康診査・健康診査のお知らせ

江津市内特定健康診査・健康診査実施医療機関
医療機関名 住　所 電話番号 備　考

有福クリニック 有福温泉町 546 56-0250 事前予約
井廻医院 嘉久志町ｲ 1494-3 52-2307 事前予約
敬川沖田クリニック 敬川町 296-6 53-0050 事前予約
應儀医院 桜江町市山 274 92-0057 事前予約
国沢内科医院 都野津町 1972-1 53-0324 月～木曜日　午前 9 時～ 11 時

済生会江津総合病院 江津町 1016-37 54-0173 毎週木曜日午前、1 日 8 人
窓口または電話で事前予約

鈴木内科眼科医院 和木町 532-12 52-3739 診療時間内にお越しください

西部島根医療福祉センター 渡津町 1926 52-2442 事前予約（電話予約　月～金曜日　
午後 2 時～ 4 時）

能美医院 二宮町神主 2260-3 53-0456 診療時間内にお越しください
能美医院跡市分院 跡市町 598-3 56-2207 診療時間内にお越しください
花田医院 後地町 3023 55-0005 診療時間内にお越しください
花田医院浅利分院 浅利町 843-1 55-1002 診療時間内にお越しください
花田医院波積診療所 波積町本郷 325-1 55-0125 診療時間内にお越しください
船津内科医院 嘉久志町ｲ 1220-4 52-3203 診療時間内にお越しください
船津内科川戸クリニック 桜江町川戸 178-1 92-8010 水、金曜日　午前 9 時～ 12 時
森医院浅利診療所 浅利町 318-1 55-1022 診療時間内にお越しください
森医院黒松診療所 黒松町 659-1 55-1616 診療時間内にお越しください
森医院尾浜診療所 後地町 1838-1 55-0038 診療時間内にお越しください
もりとう内科クリニック 江津町 1285 52-2057 事前予約
もりとう内科松平診療所 松川町市村 658 57-0050 事前予約
山崎医院 江津町 813-1 52-2816 火～金曜日　午前 9 時～ 11 時

山脇整形外科医院 和木町 609-16 52-5530 事前予約（電話予約　月～水、金曜日
　午後 2 時～ 5 時）

渡利小児科内科医院 江津町 1520-44 52-2039 事前予約

■問健康医療対策課健康増進係（内線 1251）

●具体的な内容については、加入する医療保険者からお知らせがあります。
特定健康診査 健康診査

対象者
40 歳～ 74 歳

75 歳以上の人
（65 歳～ 74 歳で後期高齢者医療制度の障害

認定を受けている人を含む）

メタボリックシンドローム ( 内臓脂肪症候群 ) に
着目しており、腹囲が検査項目に含まれます。

＊生活習慣病の治療中で、必要な検査をして
いる人はありません。

実施主体 江津市国民健康保険 各医療保険 島根県後期高齢者医療広域連合

負担金 1,000 円 各医療保険で異なります。 無　　料
◎生活保護法による被保護世帯の人は、市が実施主体となります（負担金は無料）。
◎江津市国民健康保険加入者で、定期的に医療機関で検査を受けている人も特定健康診査を受けることができま
すので、ぜひ受診してください。
（注）国民健康保険及び後期高齢者医療制度の人間ドック受診予定者、病院や施設などに長期入院や入所している
人は除きます。

●持参するもの　受診券（医療保険者から届きます）、加入している健康保険の被保険者証、質問票、健康手帳（す
でにお持ちの人）
●注意　前日の夜９時以降、水以外の飲食物をとらずに受診してください。午後から受診する人は軽めの朝食に
して、昼食をとらずに受診してください。

対象者と負担金など

健診日と健診場所
地区 日程 場所

江津地区

６月１日（水）～ 10 月 31 日（月）
各医療機関

※前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診もで
きます。桜江地区

※桜江地区では、個別
方式と集団方式のど
ちらかを選択して、受
けることができます。

個別方式

集団方式
（総合健診）

10 月１日（土）～２日（日）

総合健診の申込は、
広報 8 月号でお知らせします。

Ｂ＆Ｇ海洋センター
※大腸がん、前立腺がん、乳がん、子宮頸が
ん、胃がん、肝炎ウイルス検診を同時実施し
ます ( 要予約 )。
　前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診
については次ページをごらんください。

◎対象者　江津市内に住所がある 50 歳以上の男性で希望する人
◎受診者負担金　1,200 円
※ 70 歳以上の人、生活保護の人、市民税非課税世帯の人、福祉医療該当の人はいずれも無料です。
　国民健康保険被保険者は、国民健康保険が負担しますので無料です。

①前立腺がん検診（血液検査）

◎対象者　江津市内に住所があり、今年度中に下記の年齢に達する人
40 歳（昭和 51 年 4 月 1 日～昭和 52 年 3 月 31 日生）
45 歳（昭和 46 年 4 月 1 日～昭和 47 年 3 月 31 日生）
50 歳（昭和 41 年 4 月 1 日～昭和 42 年 3 月 31 日生）
※いずれも、肝疾患治療中の人、過去に肝炎ウイルス検診を
受けたことがある人は対象となりません。
◎受診者負担金　無料

②肝炎ウイルス検診（血液検査）（Ｂ型・Ｃ型肝炎）

　肝炎ウイルス検診は対象年齢
以外の人も、保健所などで無料
で受けることができます。
　詳しくは島根県のホームペー
ジを見るか市役所へお問い合わ
せください。

６月から 10 月の間に健康チェックをしましょう！

健診を受けて、年に 1 度の健康チェック
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江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★ ★

★

★

★
第
58
回
「
水
道
週
間
」

６
月
１
日
～
７
日

こ
と
し
の
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
じ
ゃ
口
か
ら安

心
と
ど
け
　
未
来
ま
で
」

　

水
道
週
間
は
、厚
生
労
働
省
、都
道
府

県
、市
町
村
の
水
道
事
業
体
な
ど
に
よ
っ

て
、毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
週
間
に
併
せ
て
、家
庭
で
の
漏
水

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

漏
水
の
確
認
方
法

①
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
て
閉
じ
、水
が
出

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

②
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、水
道
メ
ー
タ
ー
の

ふ
た
を
開
け
ま
す
。

③
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
の
部
分
）に
注
目
し
ま
す
。

④
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水

の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
で
す
。

※
漏
水
し
て
い
た
場
合
は
、江
津
市
水
道

事
業
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、家
庭
内
の
水
道
管
は
、お
客
様

（
所
有
者
）の
財
産
で
、修
理
費
用
は
お
客

様
（
所
有
者
）の
負
担
に
な
り
ま
す
。

水
道
管
の
管
理
区
分

　

江
津
市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
い

る
給
水
管
は
、水
道
メ
ー
タ
ー
を
除
い
て

お
客
様
（
所
有
者
）の
財
産
で
す
。

　

管
理
区
分
は
、次
の
図
に
示
す
と
お

り
、配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
最
初
に
あ
る

止
水
栓
ま
で
が
、水
道
課
の
管
理
区
分
で

す
。
止
水
栓
以
降
家
庭
内
の
給
水
管
は
、

お
客
様
（
所
有
者
）の
管
理
区
分
で
す
の

で
、維
持
、修
理
は
お
客
様
（
所
有
者
）の

負
担
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
規
模
貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
管
理

　

容
量
が
10
㎥
以
下
の
小
規
模
貯
水
槽

を
設
置
し
て
い
る
法
人
や
個
人
（
設
置

者
）は
、次
の
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◎
小
規
模
貯
水
槽
水
道
を
設
置
し
、変
更

し
、ま
た
は
廃
止
し
た
と
き
は
、速
や

か
に
そ
の
旨
を
市
長
（
水
道
課
）に
届

　

け
出
る
こ
と

◎
貯
水
槽
の
周
囲
を
常
に
清
潔
に
保
ち

損
傷
の
有
無
や
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
点
検
を
行
う
こ
と

◎
水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
、濁

り
、臭
い
や
味
な
ど
の
異
常
の
有
無
に

つ
い
て
の
検
査
、残
留
塩
素
の
測
定
を

定
期
的
に
行
う
こ
と

◎
水
道
法
に
定
め
る
水
質
検
査
を
１
年
以

内
ご
と
に
１
回
、定
期
的
に
行
う
こ
と
。

◎
貯
水
槽
の
清
掃
を
１
年
以
内
ご
と
に

１
回
、定
期
的
に
行
う
こ
と

　

そ
の
他
、き
れ
い
な
飲
料
水
の
た
め
に

適
切
な
措
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

　

各
家
庭
・
施
設
に
設
置
し
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
の
規
定
に
よ
り

有
効
期
限
が
製
造
か
ら
８
年
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、該
当
す
る
メ
ー
タ
ー

は
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
取
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

　

取
替
作
業
は
、江
津
市
水
道
事
業
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
委
託
し
、取
替

費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

取
替
作
業
の
際
に
は
敷
地
内
へ
立
ち

入
る
場
合
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
６
・
７
月
実
施
地
区
）

　

渡
津
・
江
津
・
嘉
久
志
・
和
木
・

　

二
宮
・
都
野
津
・
敬
川
・
桜
江

（
７
・
８
月
実
施
地
区
）

　

黒
松
・
都
治
・
後
地
・
浅
利
・
波
積
・

　

川
平
・
松
川
・
波
子
・
有
福
・
跡
市
・

　

千
田

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■問
水
道
課
管
理
係　

℡
（
５
２
）
０
５
５
５

パイロット

水道管の管理区分図

水道メーター

維持・修理は所有者負担維持・修理は水道課負担

★

★

★ 　

平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
料
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
の
平
成
28
年
度
介
護

保
険
料
は
、平
成
27
年
中
の
所
得
や
平
成

28
年
度
市
民
税
の
課
税
（
非
課
税
）状
況

で
算
定
し
、決
定
通
知
書
を
6
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）の
人

　

年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納
め

て
い
る
人
は
、前
半
（
4
月
・
6
月
・
8

月
）が
仮
徴
収
、後
半
（
10
月
・
12
月
・

2
月
）が
本
徴
収
と
な
り
、本
徴
収
は
決

定
し
た
保
険
料
の
年
額
か
ら
、仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
後
半
で
納
め
ま
す
。

普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
）の
人

　

本
算
定
で
決
定
に
な
っ
た
介
護
保
険

料
の
年
額
を
、6
月
か
ら
3
月
ま
で
の
10

回
で
納
め
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、6
月
か
ら
3
月
ま
で
の
毎

月
末
日
（
12
月
は
28
日
、月
末
日
が
金
融

機
関
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）に
、

指
定
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
あ
っ

た
場
合
や
、世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維

持
す
る
人
が
死
亡
・
失
業
・
事
業
を
廃

業
し
た
こ
と
な
ど
で
生
活
が
著
し
く
困

難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、保
険
料
が
減
免

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
減
免
に
は

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
制
度
は
、40
歳
以
上
の
人
が
納
め

る
保
険
料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、65
歳
以
上
の
人
の
納
め
る
保

険
料
は
、財
源
の
約
22
％
を
占
め
る
大
切
な
も

の
で
す
。
制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
保
険

料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料

■問
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課　

℡
０
８
５
５
（
２
５
）
１
５
２
０

所
得
段
階

該　

当　

者

年
間
保
険
料

第
1
段
階

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
ま
た
は
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、か

つ
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
。
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
人

３
５
，４
２
４
円

第
2
段
階

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金

額
の
合
計
が
１
２
０
万
円
以
下
の
人

５
５
，１
０
４
円

第
3
段
階

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金

額
の
合
計
が
１
２
０
万
円
を
超
え
る
人

５
９
，０
４
０
円

第
4
段
階

本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
、前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
80
万
円
以
下
の
人
（
世
帯
内
に
住
民
税
課
税
者
が
い
る
場
合
）

７
０
，８
４
８
円

第
5
段
階

本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
、前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
80
万
円
を
超
え
る
人
（
世
帯
内
に
住
民
税
課
税
者
が
い
る
場
合
）

７
８
，７
２
０
円

第
6
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
０
万
円
未
満
の
人

９
４
，４
６
４
円

第
7
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
０
万
円
以
上

１
９
０
万
円
未
満
の
人

１
１
０
，２
０
８
円

第
8
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
９
０
万
円
以
上

２
９
０
万
円
未
満
の
人

１
２
５
，９
５
２
円

第
9
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
２
９
０
万
円
以
上

４
９
０
万
円
未
満
の
人

１
４
１
，６
９
６
円

第
10
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
４
９
０
万
円
以
上

６
９
０
万
円
未
満
の
人

１
５
７
，４
４
０
円

第
11
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
６
９
０
万
円
以
上
の
人

１
７
３
，１
８
４
円

★
児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
６
月

末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
か

ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
、
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
中

に
市
役
所
子
育
て
支
援
課
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当

■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　
　
　
　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７
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江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★

★

★ 　

平
成
28
年
度
分
「
江
津
市
国
民
健
康

保
険
料
納
入
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

（
６
月
中
旬
発
送
）

普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
）の
人

　

１
期
（
６
月
）か
ら
10
期
（
翌
年
３

月
）ま
で
の
10
回
払
い
で
す
。
納
期
限

は
、月
末
で
す
。（
月
末
が
土
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
。
12
月
は
28
日
）

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）の
人

　

４
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
偶
数
月

６
回
の
年
金
天
引
き
で
す
。

　

今
年
度
に
初
め
て
該
当
す
る
世
帯
は
、

１
期
か
ら
４
期
（
６
～
９
月
）ま
で
は
、

納
付
書
か
口
座
で
の
支
払
い
で
、10
月
か

ら
年
金
天
引
き
に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
２
月
に
年
金
天
引
き
の
世

帯
は
、４
月
か
ら
支
払
い
（
仮
徴
収
）が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
仮
徴
収
【
４
月
・
６
月
・
８
月
】　　

→
前
年
度
保
険
料
額
基
準
の
見
込
み
額
で
、世

帯
主
の
年
金
か
ら
支
払
う
期
間
。
10
月
以
降

は
、年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引

い
た
額
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、世
帯
主
が
、

今
年
度
75
歳
を
迎
え
る
場
合
は
、誕
生
日
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」へ
加
入
と
な
る
た

め
、平
成
28
年
度
は
、納
付
書
か
口
座
振
替
に
よ

る
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
の
世
帯
で
も
、世
帯
主
か

ら
の
申
し
出
に
よ
り
、口
座
振
替
へ
の
変

更
も
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
で
も
、振
替
不
能
な
ど
、保

険
料
を
確
実
に
納
め
て
い
な
い
場
合
に
は
、世

帯
主
の
年
金
か
ら
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

介
護
納
付
金
の
取
り
扱
い

　

介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
で
、年
度

途
中
に
65
歳
に
な
る
人
の
介
護
納
付
金

額
は
、65
歳
の
誕
生
月
の
前
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
前
々
月
）ま
で
の
分

が
月
割
し
て
算
出
さ
れ
、そ
の
額
を
１
期

か
ら
10
期
に
振
り
分
け
て
負
担
し
ま
す
。

（
第
一
号
被
保
険
者
分
の
介
護
保
険
料
と

の
二
重
請
求
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

40
歳
到
達
者
は
、到
達
月
か
ら
介
護
納

付
金
額
を
あ
わ
せ
て
月
割
し
算
定
し
た

額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
津
市
国
民
健
康
保
険
料

■問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
３

★
申
し
込
み
は
先
着
順
で
す

　

分
譲
価
格
の
見
直
し
に
よ
り
お
求
め

安
く
な
り
ま
し
た
。
家
を
建
て
る
な
ら

消
費
税
増
税
前
、
今
な
ら
お
得
な
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
、
す
ま
い
給
付
金

（
収
入
が
一
定
以
下
の
人
が
対
象
）

住
宅
用
地
分
譲

■問
財
政
課
管
財
入
札
係　

 

℡
（
５
２
）
７
４
８
９

★
基
準
日
は
６
月
１
日

　

経
済
セ
ン
サ
ス
は
、す
べ
て
の
事
業
所

と
企
業
が
対
象
の
「
経
済
の
国
勢
調
査
」

で
す
。
ま
た
、統
計
法
に
基
づ
く
回
答
義

務
の
あ
る
、重
要
な
調
査
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
時
点
の
事
業
所
・
企
業
の

状
況
を
、あ
り
の
ま
ま
回
答
く
だ
さ
い
。

回
答
方
法
は
２
通
り
で
す

①
調
査
員
か
ら
調
査
票
を
受
け
取
っ
た

方
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か
調
査

員
へ
手
渡
し

②
国
か
ら
調
査
票
が
届
い
た
方
：
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か
郵
送

情
報
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
は
暗
号
化
し
、

調
査
票
は
集
計
後
に
溶
解
処
分
し
ま
す
。

回
答
内
容
は
、統
計
の
目
的
以
外
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

困
っ
た
時
は
お
電
話
を
！

　

総
務
省
の
無
料
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
記
入
方
法
や
、調
査
全
般
に
つ
い
て

　

℡
０
１
２
０
（
１
４
３
）１
５
０

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
つ
い
て

　

℡
０
１
２
０
（
６
７
１
）９
３
７

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査
に
ご
協
力
を

■問
総
務
課
情
報
統
計
室　

℡
（
５
２
）
２
５
０
１

★
江
津
市
職
員
採
用
試
験
（
第
１
回
）

◎
区
分　

土
木
Ａ

◎
採
用
予
定
人
数　

２
人
程
度

◎
職
務
内
容

　

市
の
土
木
な
ど
の
専
門
的
業
務
お
よ

び
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

◎
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
。

◎
留
意
事
項

・
受
験
に
際
し
て
学
歴
お
よ
び
資
格
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、専
門
的
知
識
お
よ
び

能
力
を
み
る
専
門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

・
第
１
次
試
験
合
格
者
は
、平
成
28
年
９

月
に
実
施
予
定
の
江
津
市
職
員
採
用
資

格
試
験
（
第
２
回
）の
土
木
Ｂ
（
受
験
資

格
：
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）の
受

験
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
採
用
予
定
日

　

平
成
29
年
４
月
１
日

◎
試
験
日

・
第
１
次
試
験　

７
月
３
日

（日）　

・
第
２
次
試
験　

８
月
７
日

（日）
予
定

◎
申
込
受
付
期
間

　

５
月
30
日

（月）
～
６
月
20
日

（月）

※
受
験
手
続
、試
験
情
報
の
詳
細
は
、人

事
課
人
事
給
与
係
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

江
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

江
津
市
職
員
採
用
試
験
（
第
２
回
）

　

一
般
事
務
な
ど
の
採
用
資
格
試
験
に

つ
い
て
は
、広
報
８
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

■問
人
事
課
人
事
給
与
係
（
内
線
１
３
３
１
・
１
３
３
２
）　

江
津
市
職
員
募
集

財政課管理分　■問財政課管財入札係　℡（52）7489
区　分 所在地 地積（㎡） 価格（円）

和木町
真島ニュー
タウン

和木町 1156-9 431.81 8,204,390
和木町 1161-2 262.79 5,045,568
和木町 1168-3 253.09 4,758,092
和木町 1170-1 447.23 8,542,093
和木町 1170-6 296.95 5,731,135
和木町 1173-15 321.23 5,974,878
和木町 1173-16 319.94 5,918,890

渡津町
小迫谷地区 渡津町 3208

台帳面積
361.78 4,021,820有効面積
222.20

江津町
第２上新町
団地

江津町 674-11 203.26 6,219,756
江津町 674-23 273.25 8,634,700
江津町 674-24 273.16 8,631,856
江津町 674-25 271.10 9,271,620

江津町星島
団地

江津町 1034-12 259.11 6,607,305
江津町 1034-13 260.90 6,000,700

※地目はすべて「宅地」

江津市土地開発公社管理分
■問江津市土地開発公社　℡（52）2329

区　分 所在地
区
画
数

地積（㎡）価格（円）

上新町
住宅団地

江津町
580-15 1 395.85 8,431,605

阿刀ヶ丘団地 跡市町
527-19 1 218.31 3,632,000

敬川リバー
サイドタウン 敬川町 18 254.99

～ 626.92
4,385,828

～

浅利丸町団地 浅利町 11 297.74
～ 468.24

4,903,764
～

鹿賀団地 桜江町鹿賀
1 1,794.30 5,741,760

6 337.66
～ 396.39

1,426,572
～

今田団地 桜江町今田 2 344.68
～ 350.10

3,890,130
～

和田団地 桜江町大貫 3 465.04
～ 583.46

933,536
～

経済センサスキャラクター

詳細は、江津市ホームページで！

http://www.city.gotsu.lg.jp/458.html
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市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
市
民
一
斉
清
掃
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
実
施
日　

６
月
５
日

（日）

※
桜
江
地
区
は
除
き
ま
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

・
犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
で
す
。

・
生
後
３
カ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬

は
毎
年
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
集
合
注
射
は
終
わ
り
ま

し
た
。
予
防
注
射
未
実
施
の
場
合
は

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
１
１
８
・
１
１
１
９
）

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

６
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
有
料
、事
前
連
絡
不
要

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

６
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不

可
。一
般
家
庭
の
燃
え
な
い
ご
み
の

み
が
対
象
で
有
料
で
す
。金
物
類
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類

に
分
別
が
必
要
で
す
。事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
３
２
１

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
の
た
め
、

当
分
の
間
、月
１
回
、休
日
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。証
明
業
務
は
行
い
ま
せ

ん
。

◎
開
設
期
間　

９
月
ま
で
の
第
２
土

曜
日
と
日
曜
日
。

　

６
月
は
11
日

（土）
と
12
日

（日）
で
す
。

◎
開
設
時
間 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

◎
開
設
場
所　

市
民
生
活
課
市
民
係 

■問
市
民
生
活
課
市
民
係

（
内
線
１
１
１
２
）

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６

月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と

定
め
、
啓
発
活
動
や
全
国
一
斉
特
設

相
談
所
開
設
を
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談
を

受
け
、問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
、
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員　

本
藤
繁
夫
（
敬

川
町
）、木
村
典
子
（
渡
津
町
）、大
原

康
敬
（
都
治
町
）、
木
原
聖
（
都
野
津

町
）、森
奈
々
子
（
浅
利
町
）、服
部
恭

子
（
桜
江
町
市
山
）

◎
相
談
日
時　

６
月
１
日

（水）

午
前
９
時
～
正
午

◎
場
所　

市
役
所
４
階
第
４
会
議
室

※
相
談
日
は
毎
月「
か
わ
ら
ば
ん
」く

ら
し
の
広
場
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
０
１
８

狩
猟
免
許
試
験

事
前
講
習
会
と

狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

　

狩
猟
を
行
う
に
は
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
。
す
で
に
免
許
を
取
得
し
て

お
り
更
新
が
必
要
な
人
は
更
新
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
会
場
で
の
受
験
も
可
能
で
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
更
新
講
習
会
（
適
正
検
査
）

◎
日
時　

７
月
７
日

（木）
午
前
９
時
～

◎
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎　

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

◎
日
時　

６
月
12
日

（日）
午
前
９
時
～

◎
場
所　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

狩
猟
免
許
試
験

◎
日
時　

７
月
３
日

（日）
午
前
９
時
～

◎
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎

■問
県
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

林
業
振
興
課

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
６
０
４

　

農
林
水
産
課
林
業
水
産
係

（
内
線
１
４
４
５
）

有　

料　

広　

告

く
ら
し
の
広
場

催　

し

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

江津市役所
　℡（５２）２５０１

合
同
労
働
相
談
会

　

島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労
働

局
な
ど
が
合
同
で
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突

然
解
雇
」「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。秘
密
厳
守

で
、料
金
無
料
で
す
。

◎
日
時　

６
月
19
日

（日）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

い
わ
み
ー
る

（
浜
田
市
野
原
町
）

◎
申
込　

事
前
予
約
者
優
先
で
す

が
、
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
２
（
２
２
）
５
４
５
０

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識
や
本

人
へ
の
対
応
の
工
夫
を
学
び
、
家
族

同
士
で
語
り
合
う「
家
族
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。

　

家
族
の
不
安
や
焦
る
気
持
ち
を
和

ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
場
で

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者　

　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
（
中
学
校
卒

業
後
）の
い
る
家
族

◎
日
時　

第
１
回　

７
月
１
日

（金）

　
　
　
　

第
２
回　

９
月
２
日

（金）

　
　
　
　

第
３
回　

10
月
７
日

（金）

　
　
　
　

第
４
回　

11
月
11
日

（金）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

◎
場
所　

浜
田
保
健
所

（
浜
田
合
同
庁
舎
別
館
）

◎
定
員　

20
人

◎
申
込
締
切
日　

6
月
17
日

（金）

◎
申
込
方
法　

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、浜
田
保
健
所
、浜
田
市

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

■申
■問
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
判
定
課

℡
０
８
５
２
（
３
２
）５
９
０
５

FAX
０
８
５
２
（
３
２
）５
９
２
４

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
認
知
症
の
こ
と
や
医

療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

６
月
11
日

（土）
、25
日

（土）

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

午
後
1
時
30
分
～
4
時

◎
場
所　

ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事

業
所
（
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
隣
）

◎
対
象　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
、専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

◎
申
込
不
要

◎
参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
ミ
レ
青
山   

℡
（
５
４
）３
１
０
０

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

◎
内
容　

求
人
・
求
職
相
談
、

　
　
　
　

看
護
情
報
の
提
供
な
ど

◎
日
時　

６
月
15
日

（水）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

※
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催

◎
場
所　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

◎
担
当
者　

高
橋
百
合
子
さ
ん

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

６
月 

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
１
日

（水）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
６
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
23
日

（木）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
江
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
和
室
」
会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

※
７
月
以
降
の
会
場
は
「
川
戸
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧

川
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）」で
す
。

☆
９
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
１
２
５
９
）

「
い
わ
み
自
然
学
校
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

石
見
海
浜
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
村
に

泊
ま
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
青
い
海

と
白
い
砂
浜
で
、
藻
塩
づ
く
り
体
験
、

磯
の
観
察
、キ
ス
釣
り
、マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
（
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
な
ど
）
と
海

に
親
し
み
ま
す
。思
い
っ
き
り
大
自

然
を
学
び
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◎
日
時　

８
月
１
日

（月）
～
３
日

（水）

（
２
泊
３
日
）

◎
場
所　

石
見
海
浜
公
園

（
浜
田
市
国
分
町
）

◎
対
象　

小
学
３
～
６
年

◎
募
集
人
数　

50
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◎
指
導
者　

浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
ク
ラ
ブ
、
浜
田
市
三
隅
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー

◎
参
加
費
用　

６
０
０
０
円

◎
申
込
締
切　

６
月
30
日

（木）

■申
■問
県
立
石
見
海
浜
公
園

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
６
０
０

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

江津
江津市敬川町2306（産業道路沿）

５３‑３７８２（０８５５）

○Ｒ
○Ｒ

　◎車のサビ止め
　◎塗装表面処理（ノーワックス）
　◎ルームクリーニング
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石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
法
律
相
談
会
（
無
料
）

　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

６
月
24
日

（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

◎
会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

（
市
役
所
１
階
右
奥
）

◎
相
談
時
間　

１
回
40
分
以
内

◎
相
談
料
金　

原
則
無
料

※
３
回
目
の
継
続
相
談
か
ら
有
料

（
１
回
５
千
円
）

相
談
に
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■申
■問
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
２
）４
５
１
４

（
国
保
）人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
を
再
募
集

　

江
津
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

を
対
象
に
、人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者

を
再
募
集
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　

江
津
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
の
な

い
世
帯
の
人
（
対
象
に
な
ら
な
い

人
：
今
年
度
、す
で
に
人
間
ド
ッ
ク

が
決
定
し
た
人
、今
年
度
す
で
に
特

定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
）

◎
申
込
期
間 

６
月
１
日

（水）
～
７
日

（火）

◎
申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
証
・

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま

す
）を
持
参
し
、保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
）、ま
た
は
桜
江
支
所
の
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

来
庁
が
困
難
な
人
は
、郵
送
（
受

付
期
間
内
必
着
）で
も
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
受
診
予
定
日　

９
月
以
降
予
定

（
ご
希
望
と
異
な
る
日
程
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

◎
場
所　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

◎
定
員

・
脳
ド
ッ
ク　

40
人
程
度

　

申
込
多
数
の
場
合
は
前
年
度
に
受

診
し
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

◎
個
人
負
担
金　

９
０
０
０
円

◎
そ
の
他　

体
内
に
金
属
の
入
っ
て

い
る
人
は
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
使
え
な
い
た

め
脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

℡
（
５
２
）７
４
８
３

島
根
県
警
察
官
を
募
集

◎
採
用
時
期　

平
成
29
年
４
月
１
日

◎
受
験
資
格

男
性
・
女
性　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

・
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学
（
島
根
県
人
事

委
員
会
が
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含

み
、
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

有　

料　

広　

告

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

武
道　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

か
つ
柔
道
ま
た
は
剣
道
の
段
位
３
段

以
上
の
人

・
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
男
性
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

◎
申
込
受
付
期
間

・
島
根
県
人
事
委
員
会
に
持
参
、
ま

た
は
郵
送

　

６
月
15
日

（水）
（
郵
送
は
消
印
有
効
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
13
日

（月）　

午
後
５
時

◎
第
１
次
試
験
日　

７
月
10
日

（日）

■問
江
津
警
察
署℡

（
５
２
）
０
１
１
０

国
税
庁 
税
務
職
員
募
集

◎
受
験
資
格

①
平
成
28
年
4
月
１
日
時
点
で
、高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
（
平
成
25

年
４
月
１
日
以
降
に
卒
業
し
た
人
が

該
当
）、お
よ
び
平
成
29
年
３
月
ま
で

に
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
）を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
の
人
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

◎
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

■問
広
島
国
税
局
総
務
部

　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

℡
０
８
２
（
２
２
１
）９
２
１
１

放
送
大
学
10
月
生
募
集

入
学
説
明
会
・
相
談
会

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
28
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
入
学
希
望
者
へ
の

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

◎
日
時　

７
月
３
日

（日）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
（
い
わ
み
ー
る
３
階
）

※
資
料
請
求
は
、放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
５
２
（
２
８
）

５
５
０
０
）と
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■問
西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
４

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

　

高
校
生
以
上
の
人
を
対
象
に
、
障

が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
な
が

ら
、
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を

理
解
し
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら

活
動
す
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。
都
合

の
つ
く
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。

講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
第
３
回
以
降
は
、
今
後
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（
日
時
、
場
所
、
内
容
）

◎
第
１
回　

６
月
25
日

（土）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

浜
田
養
護
学
校

　

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
に
つ
い
て
、
自

閉
症
の
人
が
見
て
い
る
世
界
に
つ
い

て
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

◎
第
２
回　

７
月
30
日

（土）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

国
府
公
民
館

　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て

■問
浜
田
養
護
学
校
（
三
浦
、
天
津
）

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
２
２
０
０

FAX
０
８
５
５
（
２
８
）
２
２
０
１

メールham
adayogo@

pref.shim
ane.
lg.jp

※
申
し
込
み
時
、
件
名
に｢

サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
申
し
込
み｣

と
入
力

入
校
生
募
集
（
浜
田
）

Ｉ
Ｔ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
科

　

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
情
報
共
有
を
学
び
、
幅

広
い
業
種
で
必
要
と
さ
れ
る
社
会
人

基
礎
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

様
々
な
シ
ー
ン
で
活
用
で
き
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

◎
応
募
資
格　

求
職
者

◎
訓
練
期
間

７
月
28
日

（木）
～
12
月
27
日

（火）

◎
訓
練
場
所　

ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

浜
田
教
室
（
浜
田
市
相
生
町
）

◎
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
１
万
９
０
０
０
円
程
度
必
要
）

◎
募
集
定
員　

15
人

◎
申
込
締
切　

７
月
４
日

（月）

◎
申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所
の

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
入
校
検
定
日　

７
月
12
日

（火）

◎
検
定
場
所

　

県
浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

■問
県
立
西
部
高
等
技
術
校
（
木
村
）

℡
０
８
５
６
（
２
２
）
２
４
５
０

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容

　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、草
刈
り
、せ
ん

定
、日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
や

短
時
間
の
業
務

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

◎
入
会
説
明
会
（
筆
記
用
具
持
参
）

・
日
時　

６
月
16
日

（木）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
和
木
町
）

☆
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

調
理
・
清
掃
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
習
会
（
無
料
）

　

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習
で

す
。講
習
終
了
後
も
求
人
情
報
の
提

供
な
ど
を
し
ま
す
。

◎
期
間　

６
月
20
日

（月）
～
24
日

（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◎
場
所

　

浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

◎
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

◎
定
員　

15
名

■問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
浜
田
分
室

℡
０
８
５
５
（
２
3
）4
６
８
０

江
津
市
民
混
声
合
唱
団

第
４
回
定
期
演
奏
会

　
「
音
楽
は
時
代
と
心
を
動
か
す
」を

テ
ー
マ
に
、バ
イ
オ
リ
ン
（
潮
田
孝

子
（
広
島
交
響
楽
団
））の
ソ
ロ
演
奏

や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ
マ
「
３
６
５

日
の
紙
飛
行
機
」な
ど
親
し
み
や
す

い
曲
で
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス

テ
ー
ジ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

７
月
３
日

（日）

午
後
２
時
～
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
チ
ケ
ッ
ト　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

◎
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
、グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■問
江
津
市
民
混
声
合
唱
団

℡
０
９
０
（
７
１
３
３
）
５
１
４
５

（
事
務
局
・
渡
利
）

絵
本
作
家
ラ
イ
ブ

「
も
も
ん
ち
ゃ
ん
と

あ
そ
ぼ
う
in
ご
う
つ
」

◎
日
時　

６
月
26
日

（日）　

 

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
講
師　

絵
本
作
家

　
　
　
　

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ
氏

◎
参
加
費　

無
料

◎
対
象　

幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護

者
、そ
の
他
関
心
の
あ
る
人
な
ど

■問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
内
線
１
５
４
３
）

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

市税などの納付は、安全 ・ 確実 ・ 便利な口座振替をご利用ください。
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有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

くらしの広場（無料相談・断酒会・納付・各種統計・寄付など）

６月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場

1 日（水）、20 日（月）
9：00 ～ 12：00

市役所 4 階　第 4 会議室

桜江会場
14 日（火）9：00 ～ 12：00

コミュニティセンター研修室
行政相談

江津会場
20 日（月）9：00 ～ 12：00

市役所１階　市民相談室
消費生活相談

日時 7 日（火）、21 日（火） 
9：00 ～ 12：00

場所 市役所１階　市民相談室
こころの健康相談

日時 29 日（水）14：00 ～ 16：00
場所 市役所 2 階　第 5 会議室

備考 要予約　℡ 0855（29）5550
浜田保健所

交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約　℡ 0855（29）5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

サポステ浜田　就労相談

日時 不定（相談者との調整）
場所 市役所１階　市民相談室

備考
要予約　℡ 0855（22）6830
しまね西部若者サポート

ステーション
ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）
※要予約

9 日（木）13：00 ～ 15：00

市社会福祉協議会
一般相談
（桜江会場）
※要予約

21 日（火）13：30 ～ 15：45

コミュニティセンター研修室
一般相談
（江津会場）
※要予約

24 日（金）9：00 ～ 12：00

市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）通年
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

備考 予約・問合　℡（52）6710

６月の断酒会

江津保健センター

開催日 2 日・9 日・23 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター

開催日 16 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00
■問 佐々井勉 ℡ 090 （8715） 8679

　  豊田康弘 ℡ 080 （1904） 8154　

市税などの納付・納付相談

夜間の納付・納付相談

日時 23 日（木）、24 日（金）
17：15 ～ 19：30

場所 市役所１階保険年金課窓口

対象
①市税（市県民税、固定資
産税、軽自動車税）
②国民健康保険料

納付期限

市県民税 （１期 ・ 全期） ６月 30 日
（木）

■問 税務課収納係 （内線 1211 ・ 1212）

　　保険年金課国民健康保険係

　　　　　　　　　　　　（内線 1114 ・ 1115）

固定資産税 ・ 軽自動車税の納付はお済みで

すか？

交通事故の発生状況
（4月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者

江
津
市

28　年 19 0 30

27　年 20 0 26

前年比 -1 0 4

県
内

28　年 417 11 489

27　年 478 13 537

前年比 -61 -2 -48

人口・世帯数（4月末現在）

種別 人数・世帯数 前月比

総人口 24,491 +17

男 11,355 +13

女 13,136 +4

世帯数 11,567 +50

市民生活課調べ

火災・救急・救助の件数
（4月末現在・江津消防署管内）

種別 月の件数 年間合計

火災 0 3

救助 1 10

救急 128 296

江津市の物価の動き
（消費者友の会・物価調査係調べ）

品名 単位 平均

島根県産コシヒカリ 10 ㎏ 4,294 円
ＬＰガス 10 ㎥ 7,695 円

砂糖　上白袋入 １㎏ 248 円
鶏卵　Ｌサイズ 10 個 270 円

牛乳 １Ｌ 276 円
灯油（店頭価格） 18 Ｌ 1,386 円

ガソリン（レギュラー） １Ｌ 121 円
5 月１日現在市内平均（税込）価格
※特売は含みません。

ありがとうございます
（4月 28 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付（香典返し寄付）

▽広島県（桜江）高畑厚美さん（故坂本栗
代さん）▽川平・正福寺三浦誠さん（故百
合子さん）▽浜田市 ( 江津 )・湯浅定徳さ
ん（故克茂さん）▽広島県（桜江）・渡邊智
一さん（故房男さん）▽渡津・安本勝成さ
ん（故シズヱさん）▽都野津・森木恒雄さ
ん（故フミコさん）▽都野津・砂廣充孝さ
ん（故テルコさん）▽桜江・原田清栄さん

（故武さん）▽江津・松田耕二さん（故末枝
さん）▽浅利・藤田恵子さん（故收さん）▽
都野津・奥川淳美さん（故松本ヤス子さ
ん）▽後地・岩田仂さん（故カズ子さん）▽
後地・山下春子さん（故博文さん）▽後地・
島﨑義治さん（故英子さん）▽都野津・中
原慎三郎（故浩太郎さん）▽嘉久志・今井
猛さん ( 故一太郎さん ) ▽長野県（和木）・
森山良夫さん（故順子さん）▽嘉久志・山
﨑きみ子さん（故正人さん）▽都野津・扇
元秀信さん（故道子さん）▽後地・飯田繫
春さん（故シヅエさん）
※掲載をご了承いただいた人について掲載
しています。印刷上表記できない漢字は、
常用漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
松
江
・
浜
田
）開
催

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面
接

や
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

◎
日
時
・
場
所

【
浜
田
会
場
】い
わ
み
ー
る

　

６
月
18
日

（土）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
松
江
会
場
】く
に
び
き
メ
ッ
セ

　

６
月
12
日

（日）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

◎
対
象
者　

平
成
29
年
３
月
大
学
、

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
な
ど
の
卒
業
予
定
者
、
県
内
の
就

職
を
希
望
す
る
人
な
ど

◎
参
加
企
業　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順
次
掲
載

し
ま
す
。

■問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（（
公
財
）ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

℡
０
１
２
０
（
６
７
）４
５
１
０

江
津
清
和
養
護
学
校

「
学
校
公
開
週
間
」

　

江
津
清
和
養
護
学
校
の
教
育
や
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
学
校
公
開
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
来
校
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時　

６
月
20
日

（月）
～
24
日

（金）

◎
内
容　

施
設
見
学
、
授
業
見
学
、

研
修
、
教
育
相
談
な
ど

◎
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
締
切　

６
月
15
日

（水）午
後
５
時

■申
■問
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校

（
加
藤
・
高
野
）

℡
（
５
２
）
２
６
１
３

FAX
（
５
２
）
２
６
１
４

浜
田
養
護
学
校

前
期
学
校
公
開

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
浜
田
養
護
学
校

の
教
育
や
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
学
校
公

開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◎
日
時　

６
月
６
日

（月）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◎
場
所　

浜
田
養
護
学
校

◎
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
shim

anet.ed.jp/ham
adayougo/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

６
月
３
日

（金）

■申
■問
浜
田
養
護
学
校
（
永
瀬
・
永
見
）

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
２
２
０
０

FAX
０
８
５
５
（
２
８
）
２
２
０
１

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
ク
ア
ス
特
別
展「
深
海
の
世
界
」

　

深
海
の
世
界
を
館
内
で
表
現
し
ま

す
。深
海
の
環
境
、
生
態
系
、
不
思
議

な
ど
の
紹
介
や
、
我
々
人
類
の
深
海

へ
の
挑
戦
も
ご
紹
介
。有
人
潜
水
調

査
船「
し
ん
か
い
６
５
０
０
」の
レ
プ

リ
カ
展
示
も
や
っ
て
く
る
！

◎
開
催
日　

～
９
月
19
日
（
月
・
祝
）

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内	

「
な
み
ち
ゃ
ん
を
さ
が
せ
」

　

ア
ク
ア
ス
館
内
の
水
槽
に
シ
ロ
イ

ル
カ
の「
な
み
ち
ゃ
ん
」が
隠
れ
て
い

る
よ
！
全
部
見
つ
け
て
す
て
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

◎
日
時　

６
月
１
日

（水）
～
30
日

（木）

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内

◎
対
象　

入
館
し
て
い
る
人

◎
参
加
費　

入
館
料
に
含
む

☆
ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

特
別
教
室
「
実
験
の
プ
ロ
と
深
海

の
秘
密
を
探
ろ
う
！
」

　

出
雲
科
学
館
の
ス
タ
ッ
フ
と
、
楽

し
い
実
験
を
し
な
が
ら
深
海
に
つ
い

て
学
ぼ
う
！

◎
日
時　

６
月
12
日

（日）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ

ー
ホ
ー
ル

◎
定
員　

30
人

◎
対
象　

ど
な
た
で
も

◎
参
加
費　

無
料

◎
講
師　

出
雲
科
学
館
の
皆
さ
ん

※
ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
の
お
申

し
込
み
は
①
お
電
話
、
②
ア
ク
ア
ス

Ｈ
Ｐ 

の
申
込
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
で
遊
ぼ
う
♪
」

◎
日
時　

６
月
13
日

（月）
、27
日

（月）

午
前
10
時
～
10
時
30
分

◎
対
象　

未
就
学
児
と
パ
パ
や
マ
マ

（
祖
父
母
も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
）

◎
参
加
条
件　

当
日
ア
ク
ア
ス
に
入

館
し
て
い
る
人
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

で
も
Ｏ
Ｋ
）

◎
定
員　

先
着
30
人

◎
料
金　

１
０
０
円

※
ア
ク
ア
ス
に
入
館
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

◎
お
申
込
み　

当
日
午
前
９
時
か
ら

ア
ク
ア
ス
1
階
総
合
案
内
所
で
受
け

付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

「
石
見
神
楽
上
演
」

◎
日
時　

６
月
５
日

（日）
、12
日

（日）
、19

日
（日）
、26
日

（日）
、

　

午
後
１
時
～
３
時
（
雨
天
中
止
）

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広

場
（
レ
ス
ト
ラ
ン
異
瑠
香
前
）

石
見
神
楽
の
問
い
合
わ
せ

石
央
マ
リ
ン
開
発

（株）

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
３
８
８

■申
■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し
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【休館日】
毎週火曜日　7 日・14 日・21 日・28 日
月末休館日　30 日（木）
特別休館日　22 日（水）～ 25 日（土）の４日間
※休館中や早朝、夜間の返却には、返却ポストをご利用く

ださい。必ず、備え付けの用紙にお名前などをご記入く
ださい。大型絵本、CD、DVD、大型紙芝居の返却はカウ
ンターでお願いします。

図
書
館
に
お
い
で
よ
！

江
津
市
図
書
館　

℡
（
５
２
）０
５
５
１　
　

／　
　

桜
江
分
館　
　

℡
（
９
２
）０
３
０
０

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１ ２ ３ ４
●済子宮頸がん検診
●役人権相談（21）
●中日本海信金杯グ

ランドゴルフ
◆乳幼児健康相

談・離乳食教室
9：30 ～ 12：00

（谷住郷子育て支援
センター）

●サ定休日
●子休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●保断酒会（21）

●済子宮頸がん検診
●子あったか心の相

談日
10：00 ～ 12：00（田中）
●子おたのしみの日
「消防署に行こう」

9：30 ～ 11：30

●中市中学総体
（ 野球・ソフトテ

ニス・バレーボ
ール・卓球・剣
道・水泳）

経済センサス基準日

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
●中全日本バレーボ

ール小学生石見
ブロック

◆市民一斉清掃
（16）

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　（川越、鹿賀）

●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
◆肺がん検診
　　（谷住郷、後山）
●相消費相談（21）

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　（市山、長谷）
●保３歳児健診
　対象：平成 25 年

1 月～ 2 月生

●サ定休日
●子休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
◆肺がん検診
　　（●桜、今田）
●社法律相談（21）
●保断酒会（21）

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　（二宮、都野津）
◆赤ちゃん登校日
　「第２回関わり体

験授業」（9）
9：30 ～ 11：10

　　（江津東小）

●中学童野球市予選
●中市中学ハンドボ

ール
◆オレンジカフェ

ごうつ（17）
●子パパママ学級
「妊娠の経過と沐

浴体験・妊娠中
の栄養」

10：00 ～ 12：00

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
●中学童野球市予選
●中ふれあいバレー

ボール地区予選
●じ県視覚障害者福

祉大会

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　（渡津、松川）

●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済●保乳がん検診
●コ人権相談（21）
●子ほかほかおもち

ゃサークル
「はらぺこあおむ

し（ひも通し）」
9：30 ～ 11：30

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
（江津、島の星、
　　　都治、黒松）
●子乳幼児健康相談

9：30 ～ 12：00
●子虫歯予防教室
フッ素塗布 500 円
　13：00 ～ 14：30

●サ定休日
●子休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
◆肺がん検診
（江津、金田、川平）
●桜断酒会（21）

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　（跡市、二宮）
●子おたのしみの日
「音楽あそび」

10：00 ～ 11：00
●子あったか心の相

談日（田中・加納）
10：00 ～ 12：00

●サ川彦祭り～ 19 日
●中市中学ハンドボ

ール
●総 PTNA ピアノコ

ンペ　
●子絵本の読みかた

りの日
10：00 ～ 11：00

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
●中西日本野球（1・

2 部）市予選
●中市中学ハンドボ

ール
●総 PTNA ピアノコ

ンペ
●子パパとママと一

緒の憩いの日
10：00 ～ 12：00

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　（渡津、浅利）
●役人権相談（21）
●相行政相談（21）

●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
◆肺がん検診
　　（波積、都治）
●子はじめてベビー

の日
10：00 ～ 12：00

●コ一般相談（21）
●相消費相談（21）

●中市グランドゴル
フ協会月例会

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
（江津、和木、敬川）
●子離乳食教室
　対象：後期・完

了期（9 カ月～ 1
歳 6 カ月）

10：00 ～ 11：30

●サ定休日
●子休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
◆肺がん検診
（波子、有福温泉、

二宮、敬川）
●保断酒会（21）
●役納付相談（21）

17：15 ～ 19：30

●済子宮頸がん検診
◆肺がん検診
　　　（嘉久志）
●社一般相談（21）
●役納付相談（21）

17：15 ～ 19：30
●子あったか心の相

談日（田中・加納）
10：00 ～ 12：00

●子おたのしみの日
食育講座

「野菜市めぐり」
9：30 ～ 13：00

◆オレンジカフェ
ごうつ（17）

ごうつ食育の日 ●図休館日（6/21））、特別整理休館日（6/22 ～ 25）

２６ ２７ ２８ ２９ ３０
●島●エ休日開場日

（16）
●中西日本野球（1・

2 部）市予選
●総エレクトーンス

テージ
●子子育てサポータ

ー・ボランティ
ア養成講座＆フ
ァミサポ講習会

「乳幼児の救急法」
10：00 ～ 11：30

●済子宮頸がん検診 ●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診

●済子宮頸がん検診
●役こころの健康相

談（21）
●子赤ちゃん教室
「ベビーマッサー

ジ」
10：00 ～ 11：00

●サ定休日
●図休館日
●子休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診

●子子育てサポートセンター●ササンピコごうつ●保江津保健センター●桜桜江保健センター●社社会福祉協議会●人人権啓発センター●中中央
公園●総総合市民センター●じじばさんセンター●役市役所●相市役所市民相談室●ココミュニティセンター●公公民館●島島の星クリーンセン
ター●エエコクリーンセンター●済済生会江津総合病院●図江津市図書館●ググリーンモール　　※ カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

ごうつカレンダー ６月

江津の１カ月は、これを見ればバッチリ！

〈としょ活
かつ

〉　おとなのとしょかん活動

『暑中見舞いを書こう』全 2 回シリーズ
1 回目：落款・消しゴムはんこをつくろう
◎開催日時：６月 16 日（木）　午後７時～
◎場所：江津市図書館
◎要予約：図書館本館までご連絡ください。

※要予約

み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
絵
本

【0 ～ 2 歳のオススメ】
　親子でいっしょに楽しんで、赤ちゃんと心をかよわせましょ
う。
「しろくまちゃんのほっとけーき」「ねないこだれだ」
「おつきさまこんばんは」「かいじゅうたちのいるところ」
「いないいないばああそび（あかちゃんのあそびえほんシリー
ズ）」「のせてのせて」

※要予約

※要予約
※要予約

※要予約
※要予約

※要予約

A Q
　
図
書
館
、あ
れ
こ
れ

本
の
返
却
は
借
り
た
場
所
で
な
い

と
返
せ
ま
せ
ん
か
？

　

い
い
え
。
本
館
・
分
館
の
ど
ち
ら
に

返
却
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
返

却
の
際
に
ス
タ
ッ
フ
に
一
言
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

【３～ 4 歳のオススメ】
　空想やお話を楽しむことのできるこどもの世界
　「はらぺこあおむし」「ともだちや」「ともだちくるかな」
　「おばけのバーバパパ」「100 かいだてのいえ」
「ぐりとぐらのかいすいよく」「からすのパンやさん」
「わにさんどきっはいしゃさんどきっ」

【５～６歳のオススメ】
　行動範囲が広がり、外の世界に興味がわいてくる年齢
　「さっちゃんのまほうのて」「手ぶくろを買いに」
　「いたずらきかんしゃちゅうちゅう」「もりのかくれんぼう」

　
新
着
図
書
（
桜
江
分
館
分
）

『
星
宿
る
虫
』（
嶺み

ね
さ
と里
俊し

ゅ
ん
す
け
介
）

『
坂
の
途
中
の
家
』（
角か
く
た田
光み

つ
よ代
）

『
良い

い
か
げ
ん
ご
は
ん
』（
た
か
ぎ
な
お
こ
）

『
し
あ
わ
せ
を
結
ぶ
贈
る
、

飾
る
、水
引
こ
も
の
』　
（
内う
ち
の野

敏と
し
こ子

）

『
な
か
な
い
で
な
か
な
い
で
』

（
あ
ま
ん
き
み
こ
・
作
）

　

梅
雨
の
時
期
、外
遊
び
も
で
き
ず
に
長
い
一
日
、子
ど
も
と
ど
う
過
ご
そ
う
か

…
と
悩
ん
で
し
ま
う
時
期
で
す
。

　

そ
ん
な
時
こ
そ
、親
子
で
一
緒
に
絵
本
を
読
む
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

幼
い
頃
か
ら
一
度
は
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
本
。「
あ
あ
、夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ

な
」と
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

親
子
で
繰
り
返
し
読
み
た
く
な
る
絵
本
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、代
表
的

な
作
品
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

健康も　楽しい食事も
　いい歯から

歯と口の健康週間
　6 月 4 日（土）～６月 10 日（金）
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部
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よ
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災
害
へ
の
備
え
は
、
想
定
外
を

ど
れ
だ
け
減
ら
せ
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
だ
と
防
災
訓
練
の
取
材
か

ら
学
び
ま
し
た
。備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
と
は
、
昔
か
ら
言
わ
れ
ま

す
。未
来
は
過
去
の
備
え
に
よ
っ

て
変
え
ら
れ
る
と
気
づ
く
時
、
今

で
き
る
備
え
の
大
切
さ
が
、
よ
り

確
か
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
坂
根
）

　

７
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
「
か
わ
ら
ば
ん
」
の
写
真
が
入

選
し
ま
し
た
。モ
デ
ル
は
川
平
駅

に
野
菜
を
届
け
る
井
上
さ
ん
。集

荷
の
ト
ラ
ッ
ク
が
な
か
な
か
来

な
い
こ
と
を
心
配
し
た
井
上
さ

ん
に
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
、
撮

影
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

駅
は
出
会
い
の
場
所
。行
け
ば

私
と
井
上
さ
ん
の
よ
う
に
、
新
た

な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
壱
岐
）

ごうつ防災メール
登録用バーコード

江
津

食
彩

ごうつの味　四季めぐり

まき
　田植えが終わると「泥落とし」といって、体につい
た泥をきれいに落とし、隣近所の人と集まってご馳走
を作り、農繁期の労をねぎらう習慣がありました。
　今月のレシピ「まき」は、その時作って食べられて
いた、柏餅をまきしばの葉で作った和菓子です。
　作るときは、山に自生するまきしば（サルトリイバ
ラ）の葉っぱの調達から。
　蒸すととても良い香りが出て、おいしい団子ができ
ます。緑色の濃い葉で作ると、団子が葉にくっつきに
くく、食べやすくなります。
　石見地方ならではの伝統の味を、家庭でも味わって
みましょう。

【材料（10 個分）】
だんごの粉 200 ㌘▽湯適量▽こしあん（または粒あ
ん）250 ㌘▽まきしばの葉 10 枚
【作り方】
①だんごの粉に湯を少しずつ入れ、耳たぶくらいのや

わらかさになるまで、しっかりとこねる。
②こねた①を平たく伸ばし、あんをのせて包み、まき

しばの葉で巻く。
③蒸し器に②を並べ、葉の色が変わるまで蒸す。
※ワンポイント
　片栗粉を軽くまぶしてから葉に包む、葉をほんの少
し油をたらした水で濡らすなど、葉からはがれやすく
する工夫もいろいろあります。

江津の郷土料理や

四季折々の旬の食材を手軽に楽しめる

レシピ集を作りました。

ふるさとの味をお楽しみください。
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